
平成™œ年›月 日 火曜日 (第�—™™号付録) š月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

一
五

航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

二
九
67

三
七

一
六

特
定
鉄
道
等
施
設
に
係
る
耐

震
補
強
に
関
す
る
省
令

三
〇
特6

K
Q
J

一
七

海
上
運
送
法
第
三
十
五
条
の

規
定
に
基
づ
く
日
本
船
舶
・

船
員
確
保
計
画
の
認
定
等
に

関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

三
〇
特6

K
Q
J

一
八

平
成
二
十
五
年
度
に
特
定
認

定
事
業
者
が
海
上
運
送
法
第

三
十
五
条
第
一
項
又
は
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
日
本
船

舶
・
船
員
確
保
計
画
の
認
定

の
申
請
を
す
る
場
合
に
お
け

る
同
条
第
三
項
第
三
号
の
期

間
及
び
同
項
第
五
号
の
日
本

船
舶
の
隻
数
の
増
加
の
割
合

を
定
め
る
省
令

三
〇
特6

K
Q
K

〇
環

境

省

四

大
気
汚
染
防
止
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

六

八

五

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の

再
資
源
化
の
促
進
に
関
す
る

法
律
施
行
令
第
四
条
に
規
定

す
る
委
託
の
基
準
に
関
す
る

省
令

六
44

四

六

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

六
44

五

七

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
別

表
第
三
の
十
の
項
の
第
三
欄

に
規
定
す
る
値
を
定
め
る
省

令

二
一

五

八

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

二
六
61

二

九

環
境
調
査
研
修
所
組
織
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

二
七

二

一
〇

環
境
省
定
員
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

二
九
66

三
三

一
一

自
然
環
境
保
全
法
施
行
規
則

及
び
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る

野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
九
67

三
七

〇
防

衛

省

二

方
面
総
監
部
、師
団
司
令
部
、

旅
団
司
令
部
及
び
中
央
即
応

集
団
司
令
部
組
織
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
二

二

三

航
空
総
隊
司
令
部
、
航
空
支

援
集
団
司
令
部
、
航
空
教
育

集
団
司
令
部
、
航
空
開
発
実

験
集
団
司
令
部
、
航
空
方
面

隊
司
令
部
、
航
空
混
成
団
司

令
部
及
び
航
空
団
司
令
部
組

織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

二
二

二

四

防
衛
省
が
行
う
飛
行
場
及
び

そ
の
施
設
の
設
置
又
は
変
更

の
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評

価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目

に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評

価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の

手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指

針
、
環
境
の
保
全
の
た
め
の

措
置
に
関
す
る
指
針
等
を
定

め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

二
九
66

三
三

五

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

二
九
66

三
九

六

駐
留
軍
等
の
再
編
の
円
滑
な

実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

二
九
66

四
〇

七

自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

二
九
66

四
〇

規

則

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
人

事

院

九
e

五
五
e

一
一
五

人
事
院
規
則
九
e

五
五
（
特

地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を

改
正
す
る
人
事
院
規
則

七

二

九
e

二
四
e

一
四

人
事
院
規
則
九
e

二
四
（
通

勤
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す

る
人
事
院
規
則

一
五
53

二

一
〇
e

一
二
e

二
〇

人
事
院
規
則
一
〇
e

一
二

（
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
）

の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院

規
則

一
五
53

二

一
二
e

〇
e

三
七

人
事
院
規
則
一
二
e

〇
（
職

員
の
懲
戒
）
の
一
部
を
改
正

す
る
人
事
院
規
則

一
五
53

二

一
六
e

三
e

四
〇

人
事
院
規
則
一
六
e

三
（
災

害
を
受
け
た
職
員
の
福
祉
事

業
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人

事
院
規
則

二
九
67

三
七

〇
国
家
公
安
委
員
会

三

国
家
公
安
委
員
会
関
係
警
察

等
が
取
り
扱
う
死
体
の
死
因

又
は
身
元
の
調
査
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則

八
46

一

四

死
体
取
扱
規
則

八
46

四

〇
中
央
労
働
委
員
会

一

労
働
委
員
会
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

二
六
61

一
六

〇
原
子
力
規
制
委
員
会

一

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
原
子

力
規
制
委
員
会
関
係
規
則
の

整
備
に
関
す
る
規
則

二
九
66

四
〇

訓

令

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
内

閣

府

一
三

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務

分
担
に
関
す
る
訓
令
の
一
部

を
改
正
す
る
訓
令

七

二

〇
法

務

省

一

被
疑
者
補
償
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
訓
令

二
九

二

告

示

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
内

閣

府

二
二
e

二
六

総
合
特
別
区
域
法
第
二
十
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

金
融
機
関
を
指
定
し
た
件

六

八

二
七
e

三
一

総
合
特
別
区
域
法
第
五
十
六

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

金
融
機
関
を
指
定
し
た
件

六

九

三
二

沖
縄
特
例
通
訳
案
内
士
育
成

等
事
業
計
画
を
認
定
し
た
件

一
五
52

一
三

三
三

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る

法
律
施
行
令
第
五
条
第
一
項

第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

博
物
館
、
美
術
館
、
図
書
館

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施

設
で
あ
っ
て
、
保
有
す
る
歴

史
的
若
し
く
は
文
化
的
な
資

料
又
は
学
術
研
究
用
の
資
料

に
つ
い
て
同
令
第
六
条
の
規

定
に
よ
る
適
切
な
管
理
を
行

う
も
の
を
指
定
す
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件

一
八

三

Ÿ
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